
　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
令
和
７
年

に
は
65
歳
以
上
の
５
人
に
１
人
は
認
知

症
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
認

知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る
も
の
で
す
。

一
人
一
人
が
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

同
じ
社
会
の
一
員
と
し
て

　

認
知
症
は
、
脳
の
病
気
や
障
害
な
ど

に
よ
っ
て
、
認
知
機
能
が
低
下
し
、
日

常
生
活
全
般
に
支
障
が
出
て
く
る
状
態

を
い
い
ま
す
。
現
れ
る
症
状
や
特
徴
は

さ
ま
ざ
ま
。
高
齢
者
に
多
く
見
ら
れ
ま

す
が
、
若
く
し
て
発
症
す
る
「
若
年
性

認
知
症
」
も
あ
り
ま
す
。

　

９
月
１
日
現
在
、
久
留
米
市
の
65
歳

YouTube

動画公開

接し方を変えるだけで
伝わる

久留米市キャラバン・メイト
連絡会

理事長
堀江桃子さん

以
上
の
高
齢
者
の
約
16
％
に
あ
た
る
約

１
万
３
５
０
０
人
が
認
知
症
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
人
と
人
と

が
つ
な
が
っ
て
地
域
で
見
守
り
が
で
き

る
こ
と
、
介
護
な
ど
の
悩
み
を
抱
え
込

ま
ず
相
談
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や

認
知
症
カ
フ
ェ
、
介
護
電
話
相
談
、
成

年
後
見
制
度
や
そ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
同
じ
社

会
の
一
員
と
し
て
地
域
を
共
に
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

問
長
寿
支
援
課
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・

９
２
０
７
、
℻
０
９
４
２
・
３
６
・
６

８
４
５
）

0

20

40

60

80

100

95 歳
以上

90 ～
94 歳

85 ～
89 歳

80 ～
84 歳

75 ～
79 歳

70 ～
74 歳

65 ～
69 歳

パンフレット
切り抜き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
年
後
見
人
を
支
援

　

認
知
症
や
知
的
・
精
神
障
害
な
ど
に

よ
っ
て
判
断
能
力
が
低
下
す
る
と
、
不

利
な
契
約
を
結
ば
さ
れ
た
り
、
詐
欺
な

ど
の
犯
罪
に
遭
っ
た
り
す
る
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
は
、
法

律
に
基
づ
き
家
庭
裁
判
所
が
、
判
断
能

力
の
程
度
に
応
じ
て
本
人
の
代
わ
り
に

財
産
管
理
や
契
約
を
行
う
成
年
後
見
人

な
ど
を
選
任
し
、
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

制
度
に
関
す
る
相
談
や
普
及
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

で
す
。
10
月
か
ら
新
た
に
成
年
後
見
人

な
ど
に
対
す
る
相
談
支
援
を
始
め
ま

す
。
後
見
人
の
活
動
や
裁
判
所
に
提
出

す
る
書
類
の
書
き
方
な
ど
、
疑
問
や
困

り
ご
と
が
発
生
し
た
場
合
に
、
電
話
や

窓
口
で
相
談
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
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認
知
症
カ
フ
ェ
で
は
、
予
防
の
た
め
の
体
操
や

計
算
、
相
談
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す

　認知症サポーター養成講座の講師として新
型コロナが流行する前は、学校や企業などで
年間約 50 回講演していました。認知症は何も
できなくなる訳ではなく、関わり方が鍵にな
ります。例えば、高齢者は高い音を聞き取れ
なくなることが多く、低めの声でゆっくりと
話すと伝わります。
　一人一人が正しい知識を学ぶことが大切で
す。将来の自分たちのためにもなります。受
講者からは、「接し方を変えたら関係が良く
なった」などの声もよく聞きます。講座に参

認
知
症
と
共
に

安
心
し
て
暮
ら
す

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
理
解
す
る

認知症予防・
サポートクラブ

副代表
塩月基夫さん

人と会うことで予防に

　今年の 11 月から新しく認知症予防カフェ
「カフェしらとり」をオープンします。カフェ
の魅力は、計算や脳トレなどの認知症予防は
もちろん、歌やおしゃべりができるところで
す。人と会うことが認知症の予防になるとも
いわれています。家族介護している人の負担
も軽減したいですね。医療や介護の専門職、
介護経験者などが相談も受けます。
　認知症カフェの利用者が増えることで、住
民同士が顔の見える関係をつくることができ
ます。周囲とつながることで、孤立化も防げ

るし、誰もが安全に暮らすことのできるまち
づくりにもつながります。カフェを、誰もが
集える楽しくて、居心地のいい場所になれる
ようにしていきたいです。

　認知症の人や家族を見守るのが認知症サ

ポーターです。住み慣れた場所で安心して暮

らしていくには、周りの人の理解が欠かせま

せん。

　市内には 6 カ所の認知症カフェがありま

す。認知症の人と家族が気軽に立ち寄ること

ができ、地域の人たちとつながるきっかけが

できる場所です。

加したり、「久留米市認知症支援ガイドブッ
ク」などを参考にしたりすることで、みんな
の理解が深まり誰もが安心して暮らせるまち
になってほしいと思っています。

認知症高齢者の割合

【認知症サポーター養成講座】

　市は、地域や団体、学校などで養成講座を

開催しています。講座を受けると症状や予防、

接し方などを知ることができます。詳しくは

市ホームページで確認してください。

　　　　　　　　　詳細はこちら→

【認知症カフェ開設講座を実施】

　市は、認知症カフェ開設講座の参加者を

募集しています。10月から3月まで全５回、

開設講座を行います。詳しくは市ホームペー

ジで確認してください。

　　　　　　　　　詳細はこちら→

久留米市認知症
支援ガイドブック
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働
科
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究
「
都
市
部

に
お
け
る
認
知
症
有
病
率
と
認
知
症
の

生
活
機
能
障
害
へ
の
対
応
」
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